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今後の取組予定

中学校３年生

　本校では、がん教育を学校保健計画に位置づけ、保健体育の授業や健康診断の機
会に実施し、予防や健康診断の大切さについて生徒の理解を深めている。今後は引き
続き発達段階に沿ったがん教育を実施し、がん教育から性や命の教育につなげていく
予定である。

成 果 ・ 感 想

【成果】
　外部講師の活用は、専門知識や経験に裏打ちされた学習ができ、キャリア教育につ
なげることができた。これまでの授業や学校保健委員会の学びのまとめとして、助産師
による講演会と担任の先生による道徳の授業を合わせて行うことで生徒の意識を高め
ることができたのではないかと考える。

保健体育科と道徳科によるがん教育

中学３年生　保健体育（保健分野）授業　　及び　担任による道徳科

　　助産院　助産師

１　児童生徒（　　　126　　　）名　　２　教職員（　　　　15　　　　）名

【事前の準備・打ち合わせ等】
　講師の助産師とは１２月の授業に向けて夏から連絡をとり、日程調整、講演内容等の
打ち合わせを行った。メールや電話でのやりとりがほとんどであったが、10月に本校で
会場の下見と講演内容を打ち合わせした。

【当日の概要】
　助産師による講演会と、学級担任による道徳の授業の２時間を「命と性に向き合う時
間」と設定し実施した。助産師の講演会では、性感染症の種類や予防方法を取り上げ、
特に若い年代で発症しやすい子宮頸がんについての正しい知識や予防のためにワク
チンがあることや定期検診の大切さを伝えた。最後には、自分や相手のことを知った
り、考えたり、認めあうことが人間として成長できることにつながることや、一つしかない
命、一度きりの人生を大切にしてほしいという思いを語った。
　学級担任による道徳の授業では、養護教諭が指導案を作成し、「６さいのおよめさん」
を教材にがんを患いながらも精一杯生きたケイコちゃんの生き方から、命の大切さや一
生懸命生きることの大切さを学んだ。

・（保健体育科）性感染症について学び、将来を見据えた生活の大切さについて考え
る。保健体育科で学んだ「がん教育」「性感染症」のまとめとして外部講師の助産師から
専門知識や技能を学習する。
・（道徳科）
ケイコちゃんの生き方について考えることを通して、命には限りがあり、その命を大切に
しながら精一杯生きていこうとする心情を育てる。
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